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ASEAN大使通信 

第 15回 総括から実施へ 

 

2024年（令和６年）２月 29日 

 

 

日 ASEAN友好協力 50周年総括シンポジウム（2024年２月 21日） 

 

ジャカルタでは２月に入り、幅広い分野で活動が本格化しています。私も ERIA

加盟国・対話国会議を皮切りに、毎週様々な会議や行事に出席しました。特に、

今月は日 ASEAN友好協力 50周年総括シンポジウムと天皇誕生日レセプション

を開催し、多くの方々に出席いただいたことが大きな成果だったと思います。 

 

当地のみならず ASEAN各国や日本でも、今月は日 ASEAN間で様々な協議や交

流事業が行われました。私自身、２月末に用務帰国し、昨年の日 ASEAN友好協

力 50 周年のフォローアップとして関係省庁や有識者と意見交換を行うととも

に、アジア大洋州大使会議に出席する機会をいただきました。 

 

今回のASEAN大使通信では、日ASEAN友好協力 50周年を振り返って総括し、

実施を推進する現段階での課題や具体的な取組を皆さんにご紹介しながら、今

後の日 ASEAN協力のあり方について一緒に考えていきたいと思います。 
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ERIA加盟国・対話国大使会議（2024年２月６日） 

●ERIAとの連携強化 

 

２月６日、ERIA加盟国・対話国大使会議が開催されました。冒頭に、今回の理

事会でラモン・ロペス前フィリピン貿易産業大臣が新議長に選出されたとの報

告がありました。引き続き ERIA側から、昨年のインドネシア議長国下での諸活

動と日 ASEAN友好協力 50周年への貢献、本年のラオス議長国下での活動予定

についてプレゼンが行われ、それを踏まえて意見交換が行われました。 

 

私からは、昨年の８月の ERIAデジタルイノベーション・サステナブルエコノミ

ーセンター（E-DISC）の立ち上げや 12月の日 ASEAN特別首脳会議での各種発

表を踏まえ、ERIA と以下の５分野で連携を積極的に進めたいと表明しました。 

（１）アジアゼロエミッション共同体（AZEC）推進のプラットフォーム形成 

（２）自動車などの産業の脱炭素化 

（３）デジタル経済とスタートアップ・エコシステムの推進 

（４）産官学の連携による人材育成 

（５）保健・環境分野での課題対処への貢献 

そして、ERIAが地域の経済社会課題解決のために、官民による共創のプラット

フォームとして機能を強化することに対する期待を伝えました。 

https://www.eria.org/news-and-views/eria-briefs-envoys-of-asean-and-dialogue-partners
https://www.eria.org/news-and-views/eria-elects-new-chair-of-the-governing-board
https://www.eria.org/news-and-views/eria-elects-new-chair-of-the-governing-board
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「JENESYS 日本・ASEANスポーツ（ラグビー）× SDGs交流」 

2024年２月 21日 

●日 ASEAN間の会議や交流 

 

１月末から２月にかけて、日 ASEAN間で様々な会議や交流が行われました。１

月 30日には東京で、日 ASEAN防衛当局次官級会合が開催されました。今回が

13回目になります。昨年 11月の日 ASEAN防衛担当大臣会合で日本が提示した

「防衛協力強化のための日 ASEAN大臣イニシアティブ（JASMINE）」について

次官級で改めて説明・確認し、新たな取組の実施に向けた議論を行いました。 

 

２月２日にはシンガポールで日 ASEAN デジタル大臣会合が開催され、日本か

らは渡辺孝一総務副大臣が出席しました。今回、AI ガバナンスやサイバーセキ

ュリティーなどが盛り込まれた日 ASEANデジタルワークプラン 2024が提案・

承認されました。３日には河野太郎デジタル担当大臣が「アジアにおけるデータ

ガバナンス等に係る閣僚級会合」を主催し、シンガポールのテオ情報通信大臣と

の共同議長の下で、日本とアジア諸国の協力推進をテーマに議論を深めました。 

 

２月 19日から 26日まで、「日本 ASEANスポーツ交流（ラグビー）×SDGs交

流」が行われました。ASEAN 加盟 10 か国及び東ティモールから、ラグビーに

関心のある大学生等約 80名が来日し、東京都、福岡県、埼玉県を訪問しました。

初日の 19 日には、高村外務大臣政務官への表敬も行われ、ASEAN 議長国のラ

オスの参加者からは、ASEAN各国の仲間とともに、日本のラグビーとスポーツ

を通じた SDGs への取組みを体験することへの期待が述べられました。このよ

うに、本年の交流事業も既に動き出しています。 

https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/j-asean/asia_tokyoseminar_13th.html
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin09_02000159.html
https://www.soumu.go.jp/photo_gallery/02koho03_03004760.html
https://www.digital.go.jp/news/0d8f9f9d-a207-4a8b-8166-12b4846e6d2b
https://www.digital.go.jp/news/0d8f9f9d-a207-4a8b-8166-12b4846e6d2b
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/pressit_000001_00317.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/pressit_000001_00317.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/pressit_000001_00358.html
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日 ASEAN友好協力 50周年総括シンポジウム（2024年２月 21日） 

 

●総括シンポジウム 

 

２月 21 日には、日 ASEAN 友好協力 50 周年総括シンポジウム「信頼で共創す

る未来」が ERIAのデジタルイノベーション・サステナブルエコノミーセンター

（E-DISC）で開催されました。これは、昨年の日 ASEAN 友好協力 50 周年の

成果を確認するとともに将来の方向性を議論するために、当代表部とタイ

ASEAN常駐代表部、当地のシンクタンク FPCIが共催したもので、会場で約 80

名、ライブ配信で約 200名が参加しました。 

 

開会挨拶後、日 ASEAN50 周年特別首脳会議をはじめ一連の記念行事のハイラ

イトを取りまとめた動画が上映されました。引き続き、第１部は経済社会課題、

第２部は ASEAN中心の地域枠組みをテーマに、渡辺哲也 ERIA事務総長、ハッ

サン元インドネシア外相の基調講演とパネルディスカッションが行われました。 

 

私からは閉会挨拶で、「信頼」に基づく「共創」を通じて地域や世界の平和、安

定及び繁栄を促進するために、このシンポジウムを新しい出発点として、日

ASEAN関係を一層発展させていく決意を述べました。  

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_0221jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr24_0221jp.html
https://www.youtube.com/live/ONuSSuVkynA?si=NnkRDv_7fbRdUdMo
https://www.instagram.com/reel/C3rznXiPJxi/?igsh=MTF1aXA4NXFzNXU1Ng%3D%3D
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100625046.pdf
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天皇誕生日レセプション（2024年２月 21日） 

 

●天皇誕生日レセプション 

 

２月 21 日の総括シンポジウムの後に、ジャカルタ市内のホテルで大使館と

ASEAN代表部の共催で天皇誕生日レセプションが開催されました。 

 

日本にゆかりのあるインドネシアや ASEANの関係者約 1000名以上の参加を得

ての年間最大行事ということで、日本の食事や飲み物を楽しみながら交流を深

めていただきました。会場では幅広い分野の日本企業による展示・紹介も行われ

ました。 

 

私からは乾杯の発声で、昨年の日 ASEAN50 周年特別首脳会議には共同議長の

ジョコ大統領の出席も得て、「信頼のパートナー」として共同ビジョン・ステー

トメントと実施計画が採択されたこと、日本とインドネシア、ASEANの明るい

未来、地域と世界の平和と繁栄に向けて協力していきたいと述べました。 

 

今回の総括シンポジウムと天皇誕生日レセプションで、昨年以来お世話になっ

ている多くの方々に直接お礼を申し上げることができ、嬉しく思っています。 

 

https://twitter.com/amb_japan_asean/status/1760904623609823375
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日 ASEAN関係有識者との夕食会（2024年２月 26日） 

 

●総括から実施へ 

 

２月26日からは、アジア大洋州大使会議に出席するために一時帰国しています。

初日には、日 ASEAN50 周年有識者会議の委員をはじめとする有識者の先生方

から、昨年の一連の行事と成果に対する評価や今後の実施に向けての課題につ

いてお話を伺いました。提言の主要部分が共同ビジョン・ステートメントや実施

計画に反映された一方、今後の具体化の中で実現すべき点についても数多くご

指摘いただきました。私からは、これからも是非一緒に取り組んでいきたい旨お

伝えしました。 

 

その他、次世代共創パートナーシップ（文化のWA2.0）、国際共同研究ネットワ

ーク強化、次世代産業共創、AZECなど、主要な新イニシアティブを担当する関

係省庁・機関を訪問して、今後の実施に向けての打ち合わせを行い、「法の支配」

を推進する日 ASEAN協力についての講演も行いました。 

 

今月の一連の行事や協議を通じて、日 ASEAN50 周年が総括から実施の段階に

入ったことを実感しました。今月お会いした皆様やこの ASEAN 通信の読者の

皆様と、日 ASEANの新たな時代を共に創っていければ幸いです。 

 

ASEAN代表部大使 

紀谷昌彦 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/a_o/rp/page24_001834.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100628498.pdf

